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筆
者
は
本
連
載
第
37
回
（
３
月
12
日

号
）
で
、「
医
療
版
」
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
語
っ
た
。
今
回
は
薬

価
制
度
に
つ
い
て
提
言
を
し
た
い
。
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
低
成
長

の
日
本
経
済
が
抱
え
る
最
も
重
要
な
課
題

は
「
財
政
再
建
と
成
長
の
両
立
」
だ
が
、

こ
の
象
徴
的
な
事
例
の
一
つ
が
「
薬
価
制

度
と
医
薬
品
産
業
」
で
あ
ろ
う
。
い
ま
薬

価
制
度
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
や
医
薬
品

産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
問
題
を
抱
え
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
財
政
再
建
で
は
、
薬
価
改
定
を

医
療
費
抑
制
の
手
段
に
利
用
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
実
際
、
国
の
２
０
１
９
年
度
予

算
編
成
で
は
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
19
年

10
月
の「
診
療
報
酬
本
体
」（
医
師
の
技
術

料
な
ど
に
相
当
）
の
改
定
率
を
０
・
41
％

増
と
し
、
08
年
度
以
降
７
回
連
続
の
プ
ラ

ス
改
定
と
す
る
一
方
、
医
薬
品
の
公
定
価

格
で
あ
る
薬
価
部
分
は
マ
イ
ナ
ス
０
・
48

％
の
改
定
と
な
り
、診
療
報
酬
全
体
で
０・

07
％
の
引
き
下
げ
と
な
っ
た
（
図
）。

　

診
療
報
酬
全
体
の
引
き
下
げ
は
16
年
度

改
定
か
ら
４
回
連
続
だ
が
、
近
年
の
医
療

費
抑
制
の
財
源
の
８
割
は
薬
価
改
定
な
ど

に
依
存
し
、
19
年
度
改
定
で
も
、
薬
価
引

き
下
げ
で
「
帳
尻
合
わ
せ
」
を
し
た
。
持

続
可
能
な
医
療
制
度
を
構
築
す
る
に
は
、

診
療
報
酬
本
体
と
薬
価
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

慮
し
、
診
療
報
酬
本
体
へ
の
切
り
込
み
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

後
塵
拝
す
日
本
企
業

　

一
方
、医
薬
品
産
業
の
現
状
を
見
る
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
世
界
的
な
業
界

再
編
が
進
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
医
薬
品

企
業
は
欧
米
の
後こ
う
じ
ん塵

を
拝
し
て
い
る
。
世

界
の
医
薬
品
産
業
の
売
上
高
ラ
ン
キ
ン
グ

を
見
て
も
、
ベ
ス
ト
10
を
欧
米
企
業
が
お

お
む
ね
占
め
て
い
る
。
医
薬
品
の
世
界
市

場
は
15
年
、
約
１
０
０
兆
円
の
規
模
で
あ

り
、
今
後
５
年
間
は
年
率
３
〜
６
％
の
成

長
が
見
込
ま
れ
て
い
る
有
望
市
場
だ
。

　

ま
た
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人
工
多
能
性
幹

細
胞
）
や
ゲ
ノ
ム
な
ど
、
世
界
は
新
た
な

技
術
を
活
用
す
る
医
薬
品
市
場
で
激
し
い

争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
日
本
の
医

薬
品
企
業
が
こ
の
競
争
に
敗
北
す
れ
ば
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
た
新
産
業

の
育
成
や
雇
用
創
出
な
ど
へ
の
打
撃
は
大

き
く
、
そ
の
損
失
は
計
り
知
れ
な
い
。
将

来
の
有
望
市
場
で
あ
る
の
に
、
薬
価
を
単

に
引
き
下
げ
る
だ
け
で
は
、
日
本
の
医
薬

品
企
業
の
競
争
力
を
削そ

ぎ
か
ね
ず
、
帳
尻

合
わ
せ
の
改
革
で
い
い
は
ず
が
な
い
。

　

さ
ら
に
複
雑
か
つ
深
刻
な
問
題
と
し
て

浮
上
し
て
い
る
の
が
「
高
額
薬
剤
」
の
扱

い
だ
。
そ
の
象
徴
が
、
小
野
薬
品
工
業
の

抗
が
ん
剤
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
だ
ろ
う
。
ノ

ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受
賞
し
た
本ほ
ん
じ
ょ庶

佑た
す
く・

京
都
大
学
特
別
教
授
の
発
明
で
知
ら

れ
る
が
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
価
格
は
当
初
、

１
０
０
㍉
㌘
当
た
り
約
73
万
円
で
設
定
さ

れ
、
患
者
１
人
当
た
り
年
間
で
約
３
５
０

０
万
円
も
か
か
っ
た
。
18
年
11
月
か
ら
の

薬
価
引
き
下
げ
で
同
約
17
万
円
と
な
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
患
者
１
人
当
た
り
年
間
約

８
０
０
万
円
が
か
か
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

ま
た
、超
高
額
薬
剤
の
第
２
波
と
し
て
、

白
血
病
治
療
薬
の「
キ
ム
リ
ア
」（
米
国
で

１
回
約
５
０
０
０
万
円
）
や
リ
ン
パ
腫
治

療
薬
の「
イ
エ
ス
カ
ル
タ
」（
同
約
４
０
０

０
万
円
）、網
膜
疾
患
治
療
薬
の
「
ラ
ク
ス

タ
ー
ナ
」（
同
約
９
５
０
０
万
円
）
な
ど
、

抗
が
ん
剤
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
を
上
回
る
超

高
額
薬
剤
も
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が

日
本
の
公
的
医
療
保
険
に
適
用
さ
れ
れ

ば
、
医
療
財
政
の
持
続
可
能
性
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
ど
う
対
処
す
れ
ば
よ
い

か
。
筆
者
は
共
編
著
『
薬
価
の
経
済
学
』

（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）で
明
ら
か
に
し

て
い
る
が
、
そ
の
解
決
策
の
ヒ
ン
ト
や
方

向
性
に
つ
い
て
要
点
を
簡
単
に
指
摘
し
て

お
こ
う
。
ま
ず
、
現
行
の
医
療
費
の
仕
組

60

薬
価
制
度
は
、
国
内
医
薬
品
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
も
配
慮
し
た
も
の
に
す
べ
き
だ
。

財
政
再
建
と
医
薬
品
産
業
の
競
争
力
両
立
へ

薬
の
有
用
度
別
に
自
己
負
担
割
合
設
定
を

本
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み
で
は
、
医
薬
品
別
で
は
な
く
患
者
の
年

齢
別
で
自
己
負
担
割
合
が
決
ま
っ
て
い
る

が
、
医
薬
品
に
つ
い
て
は
年
齢
別
の
自
己

負
担
割
合
を
改
め
、
医
薬
品
の
適
用
疾
患

の
重
篤
度
や
治
療
に
お
け
る
有
用
度
な
ど

に
応
じ
て
変
更
す
る
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

　

公
的
医
療
保
険
が
担
う
最
も
重
要
な
役

割
の
一
つ
は
、
重
篤
な
傷
病
に
対
す
る
治

療
の
た
め
に
被
保
険
者
の
家
計
が
破
綻
・

困
窮
す
る
こ
と
を
防
ぐ
「
財
政
的
リ
ス
ク

保
護
」
機
能
で
あ
る
。
こ
の
財
政
的
リ
ス

ク
保
護
の
考
え
方
に
沿
い
、
重
篤
な
疾
患

治
療
に
か
か
る
患
者
負
担
を
軽
減
す
る
に

は
、
保
険
給
付
の
資
源
配
分
を
画
期
性
・

重
要
性
の
高
い
薬
剤
に
重
点
的
に
シ
フ
ト

す
る
視
点
が
重
要
に
な
る
。
そ
の
際
、
高

額
療
養
費
制
度
な
ど
で
被
保
険
者
の
負
担

状
況
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
薬
剤
別
に
自

己
負
担
率
を
変
更
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

市
場
規
模
で
給
付
制
御
を

　

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
抗
が
ん
剤

な
ど
の
代
替
薬
の
な
い
高
額
な
医
薬
品
＝

０
％
」「
一
般
薬
剤
＝
35
％
」「
胃
薬
な
ど

＝
70
％
」
な
ど
と
段
階
的
な
自
己
負
担
割

合
を
設
定
し
て
い
る
。
日
本
で
「
重
篤
な

後
遺
症
や
死
に
つ
な
が
る
疾
病
の
医
薬

品
」「
重
篤
で
は
な
い
が
、後
発
品
が
発
売

さ
れ
て
い
な
い
薬
効
に
属
す
る
医
薬
品
」

「
そ
れ
以
外
の
医
薬
品
」と
い
う
三
つ
に
区

分
し
、
自
己
負
担
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
「
０

割
」「
３
割
」「
７
割
」
と
す
る
と
、
医
薬

品
の
保
険
給
付
を
年
間
約
０
・
８
兆
円
節

減
可
能
と
試
算
で
き
る
。

　

な
お
、薬
価
の
み
で
な
く
、「
価
格
（
Ｐ
）

×
利
用
量（
Ｑ
）」と
い
う
市
場
規
模
に
注

目
し
て
、
医
薬
品
の
保
険
給
付
を
制
御
す

る
視
点
も
重
要
で
あ
る
。こ
の
関
係
で
は
、

厚
生
労
働
省
が
00
年
に
導
入
し
た
「
市
場

拡
大
再
算
定
」
や
、
16
年
導
入
の
「
市
場

拡
大
再
算
定
の
特
例
」
を
活
用
で
き
る
。

市
場
拡
大
再
算
定
と
は
、
保
険
収
載
（
保

険
適
用
と
価
格
の
決
定
）
さ
れ
た
医
薬
品

に
つ
い
て
、
年
間
販
売
額
が
予
想

年
間
販
売
額
の
一
定
倍
数
を
超
え

る
な
ど
し
た
場
合
、
薬
価
改
定
時

に
薬
価
を
引
き
下
げ
る
制
度
だ
。

　

現
行
の
市
場
拡
大
再
算
定
で

は
、
①
予
想
年
間
販
売
額
の
２
倍

以
上
か
つ
年
間
販
売
額
が
１
５
０

億
円
超
、
ま
た
は
②
予
想
年
間
販

売
額
の
10
倍
以
上
か
つ
年
間
販
売

額
が
１
０
０
億
円
超
│
│
な
ら
、

薬
価
を
最
大
25
％
引
き
下
げ
て
い

る
。
ま
た
、
年
間
販
売
額
が
極
め

て
大
き
い
医
薬
品
は
「
市
場
拡
大

再
算
定
の
特
例
」
を
適
用
し
、
年

間
販
売
額
が
１
０
０
０
億
〜
１
５

０
０
億
円
で
予
想
年
間
販
売
額
の

１
・
５
倍
以
上
な
ら
薬
価
を
最
大

25
％
引
き
下
げ
る
ほ
か
、
年
間
販

売
額
が
１
５
０
０
億
円
超
は
予
想

年
間
販
売
額
の
１
・
３
倍
以
上
で

薬
価
を
最
大
50
％
引
き
下
げ
て
い

る
。

　

た
だ
、
超
高
額
薬
剤
の
今
後
の
利
用
状

況
に
よ
っ
て
は
、
市
場
規
模
が
想
定
以
上

に
膨
ら
む
懸
念
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
政

府
は
18
年
６
月
に
決
定
し
た
「
骨
太
の
方

針
２
０
１
８
」
で
、
新
薬
の
保
険
収
載
に

つ
き
「
費
用
対
効
果
や
財
政
影
響
な
ど
の

経
済
性
評
価
や
保
険
外
併
用
療
養
の
活
用

な
ど
を
検
討
す
る
」
と
明
記
さ
れ
、
医
療

技
術
評
価
（
日
本
版
Ｈ
Ｔ
Ａ
＝H

ealth 
T
echnology A

ssessm
ent

）
が
４
月

か
ら
本
格
実
施
さ
れ
る
。
今
年
度
は
７
品

目
程
度
が
対
象
と
な
る
。
す
べ
て
の
医
薬

品
に
導
入
す
る
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
、
効
果
測
定
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
た

め
現
実
的
で
は
な
い
。

　

超
高
額
薬
剤
は
そ
の
価
格
の
高
さ
が
社

会
的
関
心
を
引
く
が
、
実
際
に
は
希
少
疾

病
薬
も
多
い
。
そ
の
薬
剤
を
利
用
す
る
患

者
数
も
少
な
く
、
医
療
財
政
全
体
に
及
ぼ

す
影
響
は
比
較
的
軽
微
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
高
く
て
も
１
枚
数
十
円
の
湿
布

薬
は
市
場
規
模
が
約
１
５
０
０
億
円
も
あ

る
が
、
超
高
額
薬
キ
ム
リ
ア
の
日
本
に
お

け
る
投
与
患
者
数
は
約
２
５
０
人
と
予
測

さ
れ
て
お
り
、
市
場
規
模
は
１
０
０
億
〜

２
０
０
億
円
に
過
ぎ
な
い
。

　

費
用
対
効
果
評
価
は
、
患
者
や
社
会
全

体
か
ら
見
た
幅
広
い
医
療
の
価
値
の
考
慮

が
必
要
と
な
る
。
薬
価
が
１
剤
い
く
ら
と

い
う
議
論
よ
り
も
、エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）

に
基
づ
い
た
「
価
格
（
Ｐ
）
×
利
用
量

（
Ｑ
）」
で
影
響
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
い
て
「
真
の

健
康
長
寿
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は

革
新
的
な
医
薬
品
に
対
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
投
資
も
不
可
欠
で
あ
り
、
財
政

再
建
と
同
時
に
産
業
競
争
力
（
医
薬
品
産

業
を
含
む
）の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
。後
発

医
薬
品
の
価
格
引
き
下
げ
な
ど
、
特
許
切

れ
医
薬
品
分
野
の
改
革
推
進
に
よ
っ
て
削

減
さ
れ
た
費
用
の
一
部
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
分
野
に
再
投
資
す
る
こ
と
を
含
め
、
持

続
可
能
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
実
現

に
向
け
て
知
恵
を
絞
る
べ
き
で
あ
る
。
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